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平成28度 神奈川県精神障害者地域移行・地域定着支援事業研修会について（依頼） 

 

 

  当所の事業につきましては、日頃格別の御協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

さて、このたび、当所の標記事業を推進するため、次のとおり研修会を開催することになり

ました。ピアサポーターによる病院訪問活動を病院と地域関係機関との連携につなげ、本人主

体の地域移行支援を推進したいと思います。 

ついては、お忙しいところ恐縮ですが、貴所職員の出席について御配慮くださるようお願い

申し上げます。 

  

日 時  平成28年12月2日（金）14時00分～16時00分 

 

会 場  鎌倉保健福祉事務所 講堂 

      （鎌倉市由比ガ浜２－16－13） 

テーマ  地域移行・地域定着支援の視点から地域づくりを考える 

 

内 容  ①講義 

     「 心の健康と地域移行 」 

      講師：メンタルホスピタルかまくら山 名誉院長 渡邉 直樹 氏 

 

     ②体験発表 

      発表者：地域生活支援センターとらいむ登録ピアサポーター 

 

     ③事業所紹介 

 

 

 

 

 

                           問い合わせ先 

調査・社会復帰課 鈴木、中田 

電話  045‐821‐8822(内線2112) 

ﾌｧｸｼﾐﾘ 045‐821‐1711 

 



 

  

○講義「 心の健康と地域移行 」 

講師：メンタルホスピタルかまくら山 

      名誉院長  渡邉 直樹 氏 

     （前 青森県精神保健福祉センター所長） 

 

○体験発表 

  発表者：地域生活支援センターとらいむ 

登録ピアサポーター  

 

○事業所紹介 

神奈川県における地域移行・地域定着支援事業がさらに促進されることを願い、Ｈ28 年

度研修会の講師には、今年度からメンタルホスピタルかまくら山に名誉院長として就任され

た渡邉 直樹先生をお迎えします。 

渡邉先生は、2003 年６月から 2008 年３月まで青森県立精神保健福祉センターに勤務

され、2004 年４月からは所長として、地域の方たちと交流されながら、自殺予防活動を行

ってこられました。 

 「安心感のもてる人と人とのつながり」が大切という先生のメッセージは、精神障害者が

地域で自分らしく暮らせるようになるための、関係機関支援ネットワークを作る上でたくさ

んのヒントになるはずです。 

 また、ピアサポーターとして活躍されている方から、ご自身のリカバリーストーリーや病

院訪問のお話も伺います。 

 業務多忙の折とは思いますが、奮ってご参加ください。 

 

平成 28 年度 神奈川県地域移行・地域定着支援事業研修会 

日時：平成 28 年 12 月２日（金）14 時～16 時 

場所：鎌倉保健福祉事務所 講堂 

  （鎌倉市由比ガ浜２－16－13） 

※駐車場が狭いため、ご来場は一般交通機関でお願いいたします。 

テーマ ～ 地域移行・地域定着支援の視点から地域づくりを考える～ 

申し込み：裏面のファックスにて、11 月 25 日（金）までに送付してください。 

          定員 60 名 ※先着順とさせていただきます 

申 込 先：神奈川県精神保健福祉センター 調査・社会復帰課 

参 加 費：無料 

 



Fax 神奈川県精神障害者地域移行･地域定着支援事業研修会 申込書 

 精神保健福祉センター調査・社会復帰課 鈴木・中田宛   ＊送信時はこの用紙のみご送付下さい 

                                 11/25（金）まで 

ＦＡＸ ０４５－８２１－１７１１（ＴＥＬ０４５－８２１－８８２２） 

『 心の健康と地域移行 』 

平成 28 年 12 月２日（金）に出席します。 

□ いずれかで○で囲む 

当事者   精神科病院   相談支援事業所   市町村 

保健福祉事務所･市保健所   その他 

□所属（課名まで）     TEL         

 

 

 

出席者 

職 種 氏 名 

  

  

  

会場 鎌倉保健福祉事務所 講堂 

 （鎌倉市由比ガ浜２－１６－１３） 

 

今回の研修についてのご意見やご質問などございましたらご記入下さい。 

 

 

 

 

 

     

 

○定員を超えたお申し込み等で、お断りさせていただく場合はご連絡をいたします。 

 


